
仲間たちと共に
　６月 28 日　 、留萌市あかし
あ大学「春の運動会」がスポー
ツセンターで行われました。
　学生たちはチームに分かれ、
特大輪投げなどのオリジナル競
技に挑戦し、運動する喜びを分
かち合いながら、それぞれの親
睦を深めていました。　
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　病気の早期発見の観点からも、定期的に特定健診を受診すること
が大切です。皆さんも年に一度の特定健診をぜひ受けましょう。

特定健診で安心！
年に一度の健康診査

市・市民課　　４２‐１８０５

特 集

問

特定健診を受診しましょう！

▼特定健診（特定健康診査）は、生活習慣
病の原因となるメタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群・メタボ）の早期発見を
目的として、日本全国の 40 歳以上の方を
対象に実施しています。
　特定健診受診率の推移を見ると、留萌市
の平成 29 年度受診率は 35.1％（10 年前
に比べておよそ 1.5 倍の増加）となってお
り、留萌市国民健康保険加入者の３人に１
人以上が特定健診を受診しています。

留萌市　秋の特定健診 検　　索

「秋の特定健診・各種がん検診」の詳細については、市ホームページ（http://www.e-rumoi.
jp/）をご覧ください。

　「秋の特定健診・各種がん検診」の日程などについては、広報るもい今月号（No.737）の 27 ペー
ジや市ホームページ（http://www.e-rumoi.jp/）でも掲載しています。ぜひご覧ください。

◎

健康コラム

　特定健診って、こんなにお得！

▼市では、多くの皆さんに特定健
診を受診していただくため、下記
の電話番号を使って特定健診の電
話勧奨を行っています。皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。

■電話勧奨を実施しています

▼留萌市の特定健診では、市独自の検査
項目を含む９項目を自己負担額 500 円
で受診することができます。また、心電
図を希望する方は、別途 500 円を追加
することで受けることができます。

留萌市国民健康保険加入者の受診率は、
10 年前と比べておよそ

に増えています。

1.5 倍

留萌市国民健康保険加入者の

が受診しています。

３　１人に　　人以上

私たちが
電話勧奨しています！

「 る も い ナ ー ス コ ー ル
『結』」メンバーの皆さん

▼

　「るもいナースコール『結』」は、平成 24 年に結
成された退職看護師らで構成する任意団体です。特
定健診の電話勧奨では、看護師の経験を生かし、健
診の大切さなどについて丁寧に説明しています。

【 検査項目の一覧 】

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨

診 察・ 問 診
身 体 計 測
血 圧
脂 質 検 査
肝 機 能 検 査
血 糖 検 査
尿 検 査
腎 機 能 検 査
貧 血 検 査

（検査で調べること） 服薬や既住歴、喫煙の有無など  ※医師による診察

身長や体重、ＢＭＩ、腹囲
収縮期、拡張期
中性脂肪やＨＤＬ・ＬＤＬコレステロール
ＡＬＴやＡＳＴ、γ - ＧＴＰ
血糖値、ＨｂＡ１ｃ
尿糖、尿たんぱく
尿酸、クレアチニン
赤血球数、血色素量など

500 円

留萌市の特定健診を
受診するための自己負担額

「特定健診で腎機能の低下が分かり、今
は生活習慣に気を付けています。早く分
かって良かったと感じています」（自営
業・50 代男性）

「自分の健康状態を振り返るきっかけに
なりました。糖尿病予備群なので、今後
食生活などを気を付けていきたいと思い
ます」（主婦・40 代女性）

【 特定健診を受診した方からの声 】

 【 電話番号 】

　　◎４２-２３０１
　※この電話番号は発信専用となります。

健康相談も受け付けています。電話勧奨の際にお問い合わせください。

（医療機関などで検査する場合）およそ 8,000 円

特定健診受診率の目標値 60％に向けて引き続き、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

生活習慣病は、通院に加え、
薬の服用が長く続く、治り
にくい病気です。

年に１度、特定健
診を必ず受診し、
ご自身の健康状態
と生活習慣を振り
返りましょう。

あなたは
もう
受診しましたか？
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特 集

　平和啓発事業を通じ、平和の大切さと尊さについてあらためて将
来を担う子どもたちに伝えていきましょう。

戦争のない
平和な未来を願って

市・総務課　　４２‐１８０１問

平和への祈りを後世へ

▼私たちは、悲惨な過去の出来事を教訓として、平和への祈り
を後世につないでいかなければなりません。
　平和の碑は、終戦間もなくに留萌市の近海で起きた「三船殉
難事件」の犠牲者 1,708 人の慰霊碑として、「樺太引揚げ三船
殉難者祈念碑建設期成会」によって平成７年に建設されました。
　現在は移設され、海のふるさと館横の岬緑地にある平和の碑

▼三船殉難事件の慰霊碑として
　建設された「平和の碑」

「留萌市は次のとおり平和都市となること

を宣言する。

　真の平和を希
ききゅう

求することは、人類共通の

願いであり、この崇
すうこう

高な理想実現のため、

常に努力を続けて行かなければならない。

私たち市民は、今日の緊張した国際情勢を

認識し、我が国の非核三原則の堅
け ん じ

持はもと

　市では、「終戦記念日（８月 15 日）」にちなみ、毎年８月に「留萌市平和祈念式典」を
はじめ、原爆資料展などの平和啓発事業を実施しています。皆さんも平和のために祈り、
共に平和の大切さと尊さを後世につないでいきましょう。

平和啓発事業を実施します

▼平和への願いを込め、次の日時に合わせて１分間の黙と
うをお願いします。
◎「全 国 戦 没 者 追 悼 式 」　８月 15 日　　12：00 ～
◎「留萌市平和祈念式典」　８月 20 日　　13：00 ～

ご協力を
お願いします

より、核戦争の脅威を排除するため、地球

上から永久に核兵器が廃絶されることを強

く願うものである。

　ここに留萌市は恒久の平和を願い幸せな

市民生活を守る決意を表明し、非核平和都

市を宣言する」　　　　　

　昭和 59 年５月３日

【 希求 】願い求めること　【 崇高 】何も比較できない偉大さ　【 堅持 】かたく守って他に譲らないこと

平和の集い「留萌市平和祈念式典」（戦没者・殉難者追悼式）

７月 23 日　 ～８月４日　　（水曜日を除く）
８月  ６日　 ～ 16 日　　（土・日曜日を除く）
８月 20 日

▼戦没者や戦争犠牲者を追悼するとともに、戦争の悲惨さを後世に伝え、平和の大切さ
をあらためて思い起こしていただきたいという願いを込めた式典です。ご遺族の方をは
じめ、多くの皆さんの参列をお願いします。

▲留萌市平和祈念式典

●ご協力をお願いします
　市では、平和を祈念した
折り鶴を一年を通して募集
しています。下記施設内の

「折り鶴専用ポスト」に投

※

原爆資料展「広島・長崎原爆パネル展」

▼昭和 20 年８月に２発の原子爆弾が投下され、21 万人以上の方の命が一瞬で奪われまし
た。パネル展を通じ、平和の大切さや戦争の悲惨さについてあらためて考えてみませんか。

　　市・総務課　　　４２-１８０１

市立留萌図書館の関連事業

【 平和資料展 】展示図書「留萌沖の悲劇」「樺太終戦秘話　三船殉難の記録」ほか
　　７月 30 日　 ～８月 24 日　　（休館日を除く）

【 アニメ・記録映画上映会 】「三船殉難事件」をテーマにしたアニメ・記録映画
　　◎
　　◎
　　市立留萌図書館　　　　４２-２３００

▼市立留萌図書館では、平和を祈念する事業として、記録映画の上映会などを行います。

問

所

「戦争が終った夏に」（アニメ・72 分）

「慟
どうこく

哭の証言」（ドキュメンタリー・70 分）

日

日

るもいプラザまちなか賑わい広場
保健福祉センターはーとふる１階ロビー
中央公民館講堂「留萌市平和祈念式典」会場内

日　　　　　程 会　　　　　場

問

皆さんから寄せられた折り鶴は、千羽鶴にして市役所本庁
舎正面入り口で飾り、「留萌市平和祈念式典」にささげた後、
平和の願いを込めて広島市「原爆の子の像」へ送ります。

８月４日　  10：30 ～／ 11 日　  13：30 ～
８月４日　  13：30 ～／ 11 日　  10：30 ～

には、今でもたくさんの方が訪れ、犠牲者の冥福と平和への願いを祈っています。

　　８月 20 日　　13：00 ～
　　（受付時間 12：30 ～ 12：50）
　　中央公民館講堂　　　
　　市・総務課　
　　４２-１８０１

函してください。
　　市役所／市立病院
　　るもい健康の駅／保健福祉センターはーとふる

▲皆さんから寄せられた折
　り鶴（市役所本庁舎正面
　入り口）

日

所
問

●平和へのメッセージを募集します
　各会場では、メッセージコーナーを設けています。パネル展を通じて感じたことなどの
平和を願うメッセージを記入し、メッセージ箱に投函してください。いただいたメッセー
ジは、「留萌市平和祈念式典」の会場に掲示します。皆さんの思いをお寄せください。

昭和 59年に「平和都市」を宣言

　市立留萌図書館で開催する「平和資
料展」でもメッセージコーナーを７月
30 日　 から８月 16 日 　まで設置しま
す。（休館日を除く）
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　市では、「第６次留萌市総合計画（平成29 ～令和８年度）」を効果的・
効率的に進めるため、「市民まちづくりアンケート」を実施しました。

市民まちづくり
アンケートを実施

市・政策調整課　　４２‐１８０９問

「市民実感」「住み心地」などを調査

特 集

▼「市民まちづくりアンケート」では、留
萌市の住み心地やまちづくりについて、皆
さんがどのような実感を持っているかを調
査しました。市では、集計結果に基づいて
前年度の市政運営を検証し、市の業務内容
などを見直していきます。

市民実感（全 39 問）

■「実感度」ランキング・トップ 10

■「実感度」ランキング・ワースト３

順位（前年度） 調　査　項　目 「そう思う」割合
（前年度比ポイント）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
９

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

8％

9％

1％

2％

0％

7％

4％

2％

6％

6％

83.

79.

78.

71.

64.

60.

60.

60.

59.

59.

墓地の整備や火葬場の運営管理が適切に行わ
れている

水道が、いつでも安心して利用できる

消火活動や救急活動が迅速に行われている

生活排水や雨水が適切に処理されている

子どもたちが安心して学べる教育環境が整っ
ている

各種検診の受診や保健指導などにより、健康
に暮らせる

日常生活において、犯罪にあうことなく安心
して暮らせる

自然環境が保全され、ごみの減量やリサイク
ルなど廃棄物の適正な処理が行われている

快適で住みやすい住宅が確保されている

小・中学校において充実した教育が行われて
いる

回答者の属性（全５問）

対象：

期間：
方法：
内容：

18 歳以上の市民のうち、住民基本
台帳を基に無作為で 1,200 人を抽出
令和元年５月 16 日～ 31 日
郵送による配布および回収

「市民実感」「住み心地」
「今後のまちづくりの施策」
ほか　　　　　　　　　　全 54 問

【 回 答 者 数 】389 人（前年度比－ 27 人）　【 有効回答率 】  33.0%（前年度比－２Ｐ
ポイント

）

◎男　性  40.3%（157 人）　　◎ 女　性  58.9%（229 人）　　◎無回答  0.8%（3 人）

■回答者の職業

▼「市民実感」では、皆さんが市政運営やまちづくりなどに対して持っ
ている実感（イメージも含む）について調査しました。　

■回答者の年齢 ■回答者の居住歴 ■回答者の居住校区

令和元年度の調査内容

■回答者の性別

※各回答人数の構成比（％）

１

２

３

４

６

10

８

５

７

９

（＋ 2.8 Ｐ）

（－ 0.7 Ｐ）

（± 0.0 Ｐ）

（－ 0.5 Ｐ）

（－ 0.7 Ｐ）

（＋ 1.3 Ｐ）

（－ 1.9 Ｐ）

（－ 5.2 Ｐ）

（－ 4.3 Ｐ）

（－ 2.0 Ｐ）

　「そう思わない」割合

　「そう思わない」割合

　「そう思わない」割合

① 商店街・中心市街地に魅力とにぎわいがある

② 地元の企業に活気がある

③ 地域資源を生かした体験型観光や外国人観光客の受け入れ態勢の整備により、観光を目的
とした交流人口の拡大はもちろん、国内外の都市と人や文化の交流が活発に行われている

（＋ 0.2 Ｐ）

（＋ 2.8 Ｐ）

（＋ 3.7 Ｐ）

8％

5％

8％

90.

83.

82.

◎会社員 　　　 　　　◎商・工・サービス業などの自営業  
◎農・林・漁業 　　 　 ◎公務員  　　　　　　　◎自由業  　　　　　◎主　婦  
◎学　生  　　　　　　◎無職・退職  　　　　　◎その他  　　　　　◎無回答  

◎ 29 歳以下
◎ 30 ～ 39 歳
◎ 40 ～ 49 歳 
◎ 50 ～ 59 歳 
◎ 60 ～ 69 歳
◎ 70 歳以上
◎無回答 

  7.2%
 12.9%
  15.9%
  22.1%
  20.3%
 21.1%

 0.5%

  26.5%
 1.8%
  1.3%

  12.9%
 14.9%

8.2%
1.0%
 9.5%

22.6%
 1.3%

........
....
....
....
....
......

................

.......

..........
.........

.....

.....

.....
.....
........

◎ 1 年以上
◎ 1 年以上５年未満
◎ 5 年以上 10 年未満
◎ 10 年以上 20 年未満 
◎ 20 年以上
◎無回答 

  3.8%
 8.2%
  6.2%
  9.8%

  71.7%
 0.3%

 

....

....

....

................

...........
....................

◎留萌小学校区
◎東光小学校区
◎港北小学校区
◎潮静小学校区
◎緑丘小学校区
◎無回答 

  36.2%
 30.1%
  5.4%
  8.0%

  19.8%
 0.5%

...

...

...............

.

.

.

.

.

. . .

. .
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 今後のまちづくりの施策（全１問）

自由回答から一部抜粋（記述総数 145 件）

▼「今後のまちづくりの施策」では、今後のまちづくりのた
めに力を入れるべき施策について、20 項目（その他を含む）
の中から３つを選択してもらいました。アンケートの結果は、
次のとおりとなりました。

▼自由回答では、皆さんからさまざまな意見や要望を多数いただきました。このうち、主
なものを紹介します。 住み心地（全５問）

▼「住み心地」では、留萌市の住みやすさや今後も住み続けたいと感じているかについて
調査しました。

【 各項目の回答数 】　　　※回答数（前年度比）

① 市の魅力の創造と発信
② 子ども・子育て支援の充実
③ 地域産業の振興
④ 健康の増進と地域医療の充実
⑤ 安全・安心な暮らし
⑥ １次産業の振興と地産地消の促進

〃 地域福祉の充実
〃 社会保障の充実
⑨ 行財政改革の推進
⑩ 快適な都市機能

132

100

97

91

67

62

62

62

59

56

⑪ 安全・安心な地域づくり
⑫ 快適な住環境と自然環境
⑬ 学校教育の充実
⑭ 教育環境の充実
⑮ 港湾・物流の確保　　　
〃 安全・安心な都市機能
⑰ 協働による地域づくり
⑱ 地域包括ケアシステムの充実

⑲ 社会教育の充実
◎ その他

48

47

36

35

24

24

21

19

9

14

▲留萌市内（留萌川周辺）

■留萌市の住み心地について、どう感じ
　ますか？

住みやすい
14.9％

どちらかと
言えば
住みやすい
32.9％

どちらとも
言えない
32.7％

どちらかと
言えば
住みにくい
12.6％

住みにくい 6.9％

■これからも留萌市に住み続けたいと思
　いますか？

◎住み続けたい

◎他の市町村に移りたい

◎どちらとも言えない
◎無回答

45.3%

21.3%

30.3％
3.1%

・まちに愛着があるから  25.1％
・親戚や知人が多いから  20.5％

・札幌市 54.2％ ・旭川市 16.9%
・その他の道内市町村 15.7%
・保健・医療体制が充実していない
　23.7%
・買い物に不便 17.5%

主 な 理 由

主な移住先

主 な 理 由

留萌市　政策調整課

検　　索
「市民まちづくりアンケート」の詳細については、市ホーム
ページ（http://www.e-rumoi.jp/）をご覧ください。

◎

　アンケート結果については、第６次留萌市総合計画の進捗度を測るための基礎資料として役
立てるとともに、市の業務を効率的に行うための重要な情報として活用します。

しんちょく

公園遊具を整備をしてほしい。船場公園に小さい子どもが遊べるような遊具があったら
いいなと思う。

◎

ごみの分別が細かく分かりづらい。ごみ袋のサイズが、一番小さいサイズでも大きいの
で、もっと小さいサイズを売ってほしい。

◎

医療機関の充実が必要だと思う。他市へ行かなくても安心して受診できる、信頼される
病院となるよう希望します。

◎

市民実感（全 39 問）

①幹線道路や生活道路が整備されており、安全に通行できる

②墓地の整備や火葬場の運営管理が適正に行われている

③小・中学校において充実した教育が行われている

【 トップ３ 】「そう思う」割合の伸び率

■前年度からの「実感度」の伸び率

①ケガや病気のときに安心して医療を受けられる

②安心して子どもを生み育てることができる

③日常生活において、交通事故にあうことなく安心して暮らせる

5.6 Ｐ

2.8 Ｐ

1.3 Ｐ

ポイント

（前年度 36.8% →本年度 42.4%）

（前年度 81.0% →本年度 83.8%）

（前年度 59.4% → 本年度 60.7%）

8.4 Ｐ

8.3 Ｐ

7.9 Ｐ

（前年度 64.6% → 本年度 73.0%）

（前年度 49.6% → 本年度 57.9%）

（前年度 40.9% → 本年度 48.8%）

＋

＋

＋

＋

＋

＋

主な理由  ・高度な医療を受けることができない
　　　　  ・診療科目が不足している
　　　　  ・病院や診療所の数が不足している

主な理由  ・子育てと仕事を両立できる職場環境が整っていない
　　　　  ・経済的な不安がある
　　　　  ・子育てに関する情報が不足している　　　　　  　　　  

主な理由  ・車や自転車を運転する人のマナーが悪い
　　　　  ・危ない道路や交差点がある
　　　　  ・交通ルールを守らない歩行者がいる

【 ワースト３ 】「そう思わない」割合の伸び率
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（ ）
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（ ）

（ ）
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3
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安
西
隊
員
は
現
在
、
市
内
の
児
童
・
生

徒
た
ち
へ
の
音
楽
指
導
を
は
じ
め
、
市
内

で
開
催
し
て
い
る
音
楽
合
宿
へ
の
支
援
な

ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
留
萌
の
子
ど
も
た
ち
は
、
素
直
で
素

敵
な
子
た
ち
ば
か
り
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
、
留
萌
に
居
な
が
ら
で
も
、
良
い

音
楽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

も
っ
と
も
っ
と
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

　

安
西
隊
員
は
、
市
内
で
以
前
開
催
さ
れ

た
音
楽
合
宿
を
き
っ
か
け
に
、
３
年
ほ
ど

前
か
ら
留
萌
市
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
中
で
留
萌
高
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
た

世
代
の
壁
を
簡
単
に
超
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま
す
。
日
常
生
活
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
と

い
う
の
は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
、
音
楽
を
介
す
る
こ
と
で
、
大
人
と

子
ど
も
が
共
に
同
じ
目
線
で
関
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
話
し
、「
音
楽
は
、
教

育
の
手
法
の
一
つ
で
す
。
今
後
は
、
吹
奏

楽
に
関
わ
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、
留
萌
で
暮
ら
す
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
良
い
音
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
す
。　
　
　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
委
嘱
期
間
中

（
お
お
む
ね
１
年
か
ら
最
長
３
年
ま
で
）、

地
方
自
治
体
な
ど
か
ら
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
市
で
は
、こ
れ
ま
で
に
隊
員
15
人（
現

役
隊
員
を
含
む
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
委
嘱
期
間
を
終
え
た
６
人
の
隊

員
が
留
萌
市
に
定
住
し
、
現
在
も
地
域
の

一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
年
７
月
現
在
、
平
成
28
・

30
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
さ
れ
た
２
人
の

隊
員
が
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
や
夢
を
持
ち
、
定
住
・
定
着
の
道
を
模

索
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

一
助
と
し
て
、
自
身
の
才
能
や
能
力
、
特

技
な
ど
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

や
自
家
栽
培
野
菜
の
販
売
な
ど
に
よ
る
幌

糠
農
業
・
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

に
向
け
、
市
内
で
の
起
業
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
も
農
業
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
留
萌
市
民
と

な
っ
た
妻
も
、
少
し
ず
つ
こ
こ
の
暮
ら
し

に
馴
染
ん
で
き
た
よ
う
で
す
し
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
と
し
て
、
伸
び
伸
び
と
し
た
留

萌
の
暮
ら
し
を
夫
婦
で
楽
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま

す
。

　

相
川
隊
員
は
今
年
７
月
ま
で
の
任
期

中
、「
幌
糠
農
業
・
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
農
作
物
の
試
験
栽
培
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
私
は
、
隊
員
と
し
て
の
任
期
中
、
主

に
春
採
り
イ
チ
ゴ
な
ど
の
試
験
栽
培
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
活
動
の
中
で
培
っ

て
き
た
経
験
を
は
じ
め
、
そ
こ
で
知
り

合
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
隊
員
と

し
て
の
３
年
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
、

音
楽
に
対
す
る
誠
実
さ
に
感
銘
を
受
け
、

留
萌
市
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。
隊
員

と
し
て
の
活
動
は
ま
だ
短
く
、
ま
ち
の
こ

と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
音
楽
指
導
な
ど
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
地

域
の
魅
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
気
が
付

テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
音

楽
に
関
わ
る
課
題
の

解
消
に
向
け
た
活
動

も
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
１
月
、
そ
の

取
り
組
み
が
実
を
結

び
、
市
内
の
楽
器
店

と
愛
知
県
の
楽
器
修

理
店
と
の
業
務
提
携

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
音
楽
の
魅
力
は
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

各
隊
員
が
市
内
で
奮
闘
中

　活気ある地域づくりを進めるためには、「地

域おこし協力隊」「地域住民」「行政」がそれ

ぞれの立場で連携していくことがとても大切

です。

　みんなで協力し合いながら、活気ある地域

を一緒につくりましょう。

　「地域おこし協力隊」の隊員たちは、活気ある地域づくりと留萌
市への定住に向け、さまざまな活動に取り組んでいます。

こんにちは
地域おこし協力隊です

市・政策調整課　　４２‐１８０９問

特 集

留萌市　政策調整課

検　　索
「留萌市地域おこし協力隊」の詳細については、市ホームペー
ジ（http://www.e-rumoi.jp/）をご覧ください。

◎

地
域
の
つ
な
が
り
生
か
し

留
萌
の
暮
ら
し
こ
れ
か
ら
も

な
か
な
か
機
会
に

恵
ま
れ
ず
、
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　

相
川
隊
員
は
、

任
期
終
了
後
も
留

萌
市
で
定
住
す
る

こ
と
を
選
び
ま
し

た
。
現
在
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
の
運
営

ち
へ
の
音
楽
指
導
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
縁
を
生
か
す
た
め
、
留
萌
市

に
移
住
し
、
昨
年
６
月
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
一
員
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
留
萌
高
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
た
ち
の

▲市内の楽器店と愛知県の楽器修理店
　との業務提携締結式に出席する安西
　隊員（写真上段中央）

▲幌糠農業・農村支援センターのハウス
　で試験栽培した春採りイチゴを収穫
　する相川元隊員

地域おこし協力隊

地域住民 行　政

活気ある地域づくりのため
それぞれの立場で連携

活動開始：平成 28 年８月
主な活動：農業支援・情報発信など

元隊員

あいかわ はるき

相川  春生

活動開始：平成 30 年６月
主な活動：音楽合宿への支援など

隊員

あんざい ゆうじ

安西  裕司

留
萌
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

音
楽
に
触
れ
る
き
っ
か
け
増
や
し
た
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。

　

安
西
隊
員
は
、
音
楽
合
宿
へ
の
支
援
に

取
り
組
む
傍
ら
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
人

脈
を
生
か
し
な
が
ら
、
楽
器
修
理
や
メ
ン
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留萌市議会

議会です
こんにちは

主 な 内 容

第 133 号

留萌市議会だより

URL：http://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html
E-mail：rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

※左記のQRコードからも
留萌市議会のホームペー
ジにアクセスできます。

	 🅿12	 ◦議員14人の新体制が本格始動！
🅿13〜🅿14 ◦今後４年間の抱負
	🅿15〜🅿18	 ◦第１回定例会一般質問項目
　　　 🅿18	 ◦こんなことが決まりました
　　　 🅿19	 ◦各組合議会からの報告　ほか

TEL42-1907　FAX43-6700
●留萌市議会事務局

令和元年８月１日発行

　

5
月
24
日
の
常
任
委
員
会
は
、
6
月
の
第
２
回

定
例
会
に
向
け
た
議
案
事
項
と
し
て
、
今
年
10
月

予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
10
％
の
引
き
上
げ
に

対
処
す
る
国
の
対
策
「
留
萌
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
」
４
９
７
３
万
２
千
円
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課
税

者
な
ど
約
７
千
人
を
対
象
に
25
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
販
売
。
申
請
書
発
行
は
７
月
で
使

用
終
了
は
２
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

６
月
20
日
の
常
任
委
員
会
で
は
、
所
管
事
務
調

査
の
後
、
千
望
台
と
黄
金
岬
海
浜
公
園
の
観
光
施

設
の
現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。
特
に
観
光
客
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
に
施
設
が
改
築
さ
れ
る
「
オ

レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
を
中
心
に
視
察
し
ま
し
た
。▲黄金岬海浜公園の現状を調査する第

１常任委員会

留萌市議会だより 議会です こんにちは

第
１
常
任
委
員
会

　

前
期
ま
で
は
議
会
広
報
常
任
委
員
会
と
し
て
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

公
開
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
活
用

し
た
議
会
の
広
報
な
ど
に
つ
い
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
期
か
ら
は
「
議
会
の
広
聴
活
動
」
が

新
た
に
加
わ
り
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
議
会
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
や
要
望
を
聴
く
た
め
の
「
市
民
と
議
会
の
意
見

交
換
会
」
も
当
委
員
会
が
担
当
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
に

向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
活
用
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
情
報
の
公
開
と
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 議

会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

今
年
度
に
実
施
す
る
事
業
内
容
と
し
て
は
、
港

北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
事
業
と
し
て
、
煙
突

の
断
熱
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除

去
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
留
萌
中
学
校
の
整
備
事
業
と
し
て
、
留

萌
中
学
校
大
規
模
改
修
実
施
設
計
と
旧
千
鳥
プ
ー

ル
解
体
工
事
の
実
施
な
ど
、
学
校
整
備
計
画
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
に
留
萌
中
学
校
で
起
き
た
学
校
給
食

の
白
米
に
金
属
片
が
混
入
し
た
件
に
つ
い
て
、
そ

の
発
見
状
況
や
異
物
発
見
時
の
学
校
の
対
応
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
対
応
、
異
物
混
入
原
因
、
今
後
の

対
応
の
ほ
か
、
再
発
防
止
に
向
け
た
管
理
や
指
導

な
ど
の
説
明
を
市
教
育
委
員
会
か
ら
受
け
ま
し
た
。

第
２
常
任
委
員
会

▲大規模改修が行われる留萌中学校の
校舎

▲議会だよりや議会かわら版、インター
ネット中継などの広報活動

　留萌市議会は、新人議員４
人が仲間入りした 14 人体制
でスタート。また、女性議員
６人となり、女性の割合が全
道２位となりました。令和元
年第２回定例会一般質問で
は、１日目の４人全員が女性
議員という過去にない登壇風
景となりました。
　これから４年間、第 1・第
２常任委員会では、山積する
諸課題を真摯に協議していき
ます。また、議会運営委員会
では、議会基本条例の推進を
念頭に、ペーパーレス化など
を目的としたタブレットの導
入や議会モニター制度の導入
などを検討していきます。

議員14人の新体制が本格始動！

【 かずの子条例をＰＲ 】
　５月５日、「かずの子のマ
チ留萌フェスタ」の会場で、
平成 28 年に留萌市議会が制
定した「かずの子条例」を
紹介したチラシと KAZUMO
ちゃんのイラスト入りうちわ
を配布し、地場産品の振興と
かずの子の消費拡大をＰＲし
ました。

▲「かずの子のマチ留萌フェスタ」
に参加した10人の市議会議員

情報公開と説明責任を果たすための「議会だより」や「議会かわら版」、「インターネット中継」による広報活動

　市民の皆さん、こんにちは。留萌市議会は、令和元年５月から新たな組織体制が動き始めまし
た。小野敏雄議長を中心に「第１常任委員会」「第２常任委員会」「議会広報広聴常任委員会」「議
会運営委員会」が本格始働しました。特にこれまでの議会広報常任委員会に広聴機能を拡大し、
委員８人体制で組織力をアップ。市民にわかりやすい議会を目指します。

委 員 長
副委員長
委 員

村山ゆかり
米倉　靖夫
横田　美樹／珍田　亮子／
戸水美保子／笠原　昌史／
野崎　良夫

委 員 長
副委員長
委 員

鵜城　雪子
芳賀　博康
小沼　清美／海東　剛哲／
燕　　昌克／小野　敏雄／
村上　　均

委 員 長
副委員長
委 員

笠原　昌史
戸水美保子
横田　美樹／小沼　清美／
海東　剛哲／芳賀　博康／
珍田　亮子／村山ゆかり



みんなが未来に誇れ
る留萌、全ての人が
安心して暮らせるよ
うに、開かれた市政
と財政の健全化、福
祉対策と若者の定住。
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２ 小　沼　　清　美 議員

６ 珍　田　　亮　子 議員

１ 横　田　　美　樹 議員

市民の声を行政に届
け、安心して生活で
きる環境づくりや資
源の有効活用に着目
し、安定した財源の
確保を提案します。

３ 海　東　　剛　哲 議員

子どもたちの伸びし
ろ は 留 萌 の 伸 び し
ろ。市民の活力で未
来を創る若者たちを
支える地域づくりを
目指します。

５ 燕　　　　昌　克 議員

安心で安全なまちづ
くりを進めるため、
これからも住み続け
たいと思える、充実
した地域の形成を目
指します。

子どもや高齢者、障が
いのある人たち、誰
もが笑顔で安心して
住み続けられるまち
を目指し、市民に寄
りそって活動します。

「福祉・医療・防災」
を基本に、市民一人
ひとりの声を聞き、
安心・安全に暮らせ
る「るもい」をつくっ
ていきたい。

４ 芳　賀　　博　康 議員

「未来へ―持続可能
なまちづくりを―前
に！」を活動目標と
し、チェック能力と
政策形成能力を高め
て行きます。

10 笠　原　　昌　史 議員

14 野　崎　　良　夫 議員

９ 小　野　　敏　雄 議員

超少子高齢化が進む
中で、さまざまな行
政課題に民意をしっ
かりと反映させる議
会活動をしたいと思
います。

11 鵜　城　　雪　子 議員

地域の声が市政に反
映され、子どもから
高齢者までが暮らし
やすいと感じること
のできるまちづくり
に取り組みます。

13 村　山　　ゆかり 議員

16 年間を礎に５期
目も一生懸命に働き
ます。特に子育てし
やすいまち、医療と
介護の連携に力を尽
くします。

市民の声と想いをつ
なぐ「架け橋」とな
り、住み慣れた地域
で安心して暮らせる
まちづくりのために
取り組みます。

地場産業の振興、地
域医療の充実、防災
と福祉を組み合せた
地域作りを目標に議
員活動に取り組みま
す。

12 村　上　　　　均 議員

８ 戸　水　　美保子 議員７ 米　倉　　靖　夫 議員

１次産業を中心とし
た産業の発展を目指
し、子どもが安心し、
さまざまな事にチャ
レンジ出来るまちを
目指します。

市民の皆さんのお声
をしっかり伺って、
留萌市がもっと元気
で住みよいまちにな
るよう、一生懸命に
働いて参ります。

若者の流出、人口減、高齢
化、商店街の疲弊など…市
民の生活を取り巻くさまざ
まな課題が山積している
中、留萌市議会議員の役割
が大きくなっています。今
期、市議会議員として活動
する 14 人の議員が今後の
抱負を述べました。
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令
和
元
年 

第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

質
問

道
の
駅
と
留
萌
港
の
連
携

　

全
面
供
用
開
始
か
ら
３
年
経
過
し
た
「
る

し
ん
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
」
の
成
果
と
課
題
を
伺

い
た
い
。
現
在
、
検
討
し
て
い
る
道
の
駅
に

子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
、
屋
内
遊
技
場
の

建
設
を
提
案
し
た
い
が
考
え
は
あ
る
の
か
。

「
食
す
」
機
能
に
つ
い
て
、
出
店
を
希
望
し

て
い
る
事
業
者
は
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

　

留
萌
港
南
岸
に
あ
る
小
麦
倉
庫
の
老
朽
化

が
激
し
く
、
外
壁
が
剥
離
し
て
い
る
。
荷
役

作
業
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
危
険
だ
と
思
う

が
、
安
全
対
策
と
建
替
え
の
可
能
性
は
な
い

の
か
。

答
弁

公
園
利
用
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る

が
、
冬
期
間
の
利
用
者
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
賑
わ
い
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
。

　

道
の
駅
は
、
令
和
２
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
る
。
道
の
駅
は「
遊
び
」「
憩
い
」

「
学
び
」
の
機
能
に
加
え
、
国
の
交
付
金
支

援
に
よ
る
施
設
整
備
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
機
能
を
兼
ね
備
え
た
交
流
施
設
を

検
討
し
て
い
る
。
事
業
者
と
の
協
議
は
、
当

初
よ
り
減
少
し
て
き
た
。
道
の
駅
基
本
計
画

素
案
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
出
店
希
望
者
と

の
協
議
を
継
続
し
た
い
。

　

小
麦
倉
庫
は
、
日
常
の
点
検
を
継
続
し
、

外
壁
や
架
台
の
補
修
が
完
了
す
る
ま
で
バ
リ

ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
安
全
性
を
確

保
し
た
い
。
倉
庫
建
替
が
留
萌
港
利
用
に
つ

な
が
る
か
、
生
産
者
や
製
粉
会
社
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
調
査
研
究
を
重
ね
た
い
。

質
問

保
育
士
不
足
解
消
策
と
保
育
環
境
整

備
　

市
が
検
討
し
て
い
る
小
規
模
保
育
事
業
の

進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

市
内
３
保
育
園
の
建
物
は
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
留
萌
保
育
園
と
沖
見
保
育
園
を

統
合
し
、
新
た
な
保
育
環
境
整
備
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
。
留
萌
萌
幼
会
と
話
し
合
い
が

あ
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

小
規
模
保
育
は
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ら
実
施
に
向
け
た
提
案
が
あ
り
、
協
議

し
て
い
る
。
受
け
入
れ
人
数
は
、
０
歳
児
が

２
人
、
１
～
２
歳
児
が
12
人
で
、
場
所
は
な

員
定
数
の
改
善
と
学
級
編
成
基
準
の
緩
和
な

ど
、
北
海
道
や
国
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
住
み
続
け

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
就
労
支
援
相

談
と
施
設
の
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
就
労
支

援
施
設
に
通
っ
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
が
、
家
庭
の
役
割
を
担
う
共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
が
留
萌
に
な
く
、
い

ず
れ
住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

事
業
者
ま
か
せ
で
は
な
く
、
行
政
の
責
任
で

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

市
内
に
は
基
幹
相
談
支
援
事
業
所
含

め
２
カ
所
、
道
北
地
区
に
１
カ
所
の
就
業
に

係
わ
る
相
談
事
業
所
、
市
内
６
カ
所
の
就
労

支
援
施
設
が
あ
る
。
共
同
生
活
援
助
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
、
人
材
確
保
が
厳
し
い
こ
と
と

経
営
面
の
理
由
か
ら
、
新
た
に
施
設
を
設
置

す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
回
答
を
得
て
い

る
。
次
期
「
障
が
い
支
援
計
画
」
を
策
定
す

る
べ
く
、
ま
ち
な
か
の
市
の
施
設
を
希
望
し

て
い
る
。

　

昨
年
、
11
月
に
留
萌
萌
幼
会
と
市
長
と
の

意
見
交
換
を
実
施
し
た
際
に
園
舎
改
築
に
向

け
た
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　

先
生
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
と
ゆ
と
り
を

も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教

育
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、
市

と
し
て
独
自
で
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
き
、
北
海
道
や
国
に
も
要
望
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
音
楽
、
体
育
、

理
科
な
ど
専
科
の
先
生
た
ち
の
定
数
配
置
以

外
の
人
的
支
援
は
、
空
き
時
間
を
つ
く
る
と

い
う
意
味
で
、
教
員
の
業
務
軽
減
に
効
果
が

高
い
と
考
え
る
が
、
市
独
自
ま
た
は
国
や
北

海
道
の
人
的
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

市
で
は
、
教
員
の
事
務
を
補
助
す
る

学
校
事
務
補
助
員
の
ほ
か
、
学
習
補
助
員
や

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
。
国
・
北
海

道
で
は
外
国
語
専
科
教
員
の
加
配
、
外
国
語

と
理
科
の
非
常
勤
講
師
、
事
務
補
助
員
な
ど

を
配
置
。
学
校
の
課
題
や
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
に
配
置
し
て
お

り
、
教
育
的
配
慮
が
必
要
な
場
合
は
加
配
す

る
な
ど
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
引

き
続
き
適
正
な
配
置
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
と
教
職

る
中
で
、
障
が
い
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る

策
定
委
員
会
委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調

査
・
研
究
を
進
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
先
進
地

視
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　

今
後
の
ご
み
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
か
。
ま
た
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
ご
み
を
運
ぶ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
方
も
い
る
が
、
必
要
な
方
の
条
件
を

整
理
し
、
戸
別
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

答
弁

平
成
25
年
度
か
ら
、
23
種
類
プ
ラ
ス

綿
製
品
の
分
別
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
か
ら

分
別
種
類
が
多
い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
を
承

知
し
て
い
る
。
焼
却
処
理
に
関
す
る
技
術
が

進
歩
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
埋

め
立
て
る
ご
み
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
市
民
の
分
別
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
ご

み
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
課
題
や
問
題
点
に

つ
い
て
留
萌
南
部
衛
生
組
合
の
構
成
３
市
町

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

戸
別
収
集
に
つ
い
て
は
、
道
内
10
市
で
行

わ
れ
、
近
隣
の
自
治
体
で
も
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

支
援
が
必
要
な
方
の
場
合
は
、
介
護
給
付

の
中
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
活
用
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
と
思
う
が
、実
態
を
把
握
し
た
上
で
、

関
係
す
る
機
関
や
収
集
業
者
の
方
な
ど
と
も

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、協
議
を
進
め
た
い
。

質
問

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

戸
外
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ネ
コ
に
つ
い
て

は
、
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
ネ
コ
の

飼
育
を
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。
一
部
の
自
治

体
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戸
外
の
ネ
コ

を
増
や
さ
な
い
た
め
の
不
妊
手
術
の
助
成
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
ア
ラ
イ
グ
マ
が
増
え
て

い
る
と
聞
く
が
、
被
害
が
拡
大
し
な
い
う
ち

に
で
き
る
だ
け
排
除
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁

広
報
る
も
い
や
町
内
回
覧
な
ど
に
よ

り
、
定
期
的
に
ネ
コ
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て

啓
発
し
て
い
く
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖
力
が
高
く
、
危
険
が

あ
る
特
定
外
来
動
物
で
、
地
域
固
有
の
生
態

系
へ
の
影
響
や
農
作
物
被
害
の
増
加
、
動
物

由
来
感
染
症
の
伝
播
に
よ
る
人
へ
の
健
康
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
箱
わ
な
を
増

や
す
な
ど
し
、
引
き
続
き
捕
獲
を
推
進
し
て

い
く
。
山
を
超
え
て
移
動
す
る
の
で
近
隣
と

の
連
携
も
図
り
、
捕
獲
を
進
め
て
い
く
。

こ
と
が
待
機
児
童
発
生
の
要
因
の
一
つ
で
、

法
人
と
と
も
に
保
育
士
募
集
の
周
知
や
潜
在

保
育
士
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　

基
本
的
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し

て
い
る
の
で
、
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、

ク
レ
ー
ム
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

院
内
保
育
は
、
院
内
で
決
め
て
い
る
の
が

現
在
の
状
況
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

質
問

黄
金
岬
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

観
光
客
入
込
数
が
最
多
の
黄
金
岬
の
今
年

度
の
整
備
と
次
年
度
以
降
の
整
備
予
定
を
お

聞
き
し
た
い
。

　

無
料
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
ル
ー
ル
の
徹
底

や
駐
車
場
の
整
備
に
対
す
る
考
え
方
も
お
聞

き
し
た
い
。

答
弁

黄
金
岬
の
「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
は

９
月
以
降
に
解
体
し
、
来
年
度
に
向
け
新
し

い
ト
イ
レ
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
休
憩

施
設
な
ど
の
整
備
も
検
討
し
た
い
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
今
後
、
問
題
が
発
生
す

れ
ば
然
る
べ
き
措
置
を
考
え
て
い
る
。
駐
車

場
の
白
線
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
く
。

質
問

待
機
児
童
解
消
対
策
に
つ
い
て

　

北
海
道
の
公
表
で
は
、
昨
年
４
月
１
日
の

待
機
児
童
数
は
、道
内
の
市
で
赤
平
市
１
人
、

富
良
野
市
１
人
、
北
広
島
市
５
人
、
稚
内
市

と
留
萌
市
が
各
13
人
と
な
っ
て
い
る
。
留
萌

市
の
待
機
児
童
は
、
平
成
21
年
か
ら
平
成
29

年
ま
で
は
０
人
で
、
30
年
に
13
人
、
今
年
２

月
時
点
で
45
人
と
驚
く
程
の
人
数
と
な
っ
て

い
る
。

　

わ
ず
か
人
口
２
万
１
千
人
ほ
ど
の
留
萌
市

に
お
い
て
、
多
く
の
待
機
児
童
が
で
た
要
因

を
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
さ

ら
に
、
待
機
児
童
の
現
状
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

離
職
率
の
高
い
職
場
に
は
、
離
職
す
る
要

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
職
場
内
で
職

場
環
境
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
指
導
は

行
っ
て
来
た
の
か
お
聞
き
し
た
い
。　
　
　
　
　
　

　

保
護
者
の
方
か
ら
の
保
育
所
に
対
す
る
意

見
や
ク
レ
ー
ム
は
一
年
間
で
ど
の
程
度
あ
っ

た
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

留
萌
市
立
病
院
内
保
育
所
は
現
在
17
人
の

児
童
が
利
用
し
、
６
人
の
職
員
が
働
い
て
い

る
が
、
病
院
の
事
務
で
働
く
保
護
者
の
子
ど

も
も
入
所
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
、
現
状
の

待
機
児
童
が
保
育
所
に
入
る
可
能
性
が
で
る

が
、
市
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、
退
職

し
た
保
育
士
の
補
充
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

▲外壁が剥離している留萌港南岸の
小麦倉庫

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

▲障がいのある人のための就労支援
施設

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美

無
　
会
　
派

▲雑食性で、凶暴なアライグマ

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

▲待機児童ゼロを目指す保育園

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

無
　
会
　
派
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

こんなことが決まりました 令和元年 第２回定例会
６月４日〜18日

　令和元年第２回定例会が15日間の会期で開催され、諮問１件、報告５件、議案８件、意見書案５
件などを審議しました。

【諮　　問】
◦
【報　　告】
◦	
【議　　案】
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦	
【意見書案】
◦

◦
◦
◦
◦

各 組 合 議 会 か ら の 報 告

　留萌消防組合議
会は、留萌市から
５人、小平町から

３人の議員が選出され、消防行政におけるさま
ざまな案件を取り扱うために組織されていま
す。
　令和元年度は、改選期ということもあり６月
３日に第１回臨時会を開催し、正副議長の指名
推選、北海道町村議会議員公務災害補償等組合

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

編集後記

　令和という時代の初めての定
例会が終わりました。今、留萌
市が直面している課題の解決や
将来も安心なまちづくりを目指
し、14 人全員の熱い心をたぎ
らせて、いざスタート！（戸）

４年間、
よろしくお願いします

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
も
と
、
５
月

12
日
に
市
民
育
樹
祭
が
「
神
居
岩
公
園

21
世
紀
桜
の
丘
」
で
行
わ
れ
、
林
活
議

連
か
ら
６
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
活
動
の
説
明
を
受
け
た

後
、
市
が
準
備
し
て
く
れ
た
肥
料
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
エ
リ
ア
内
の
エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
の
も
と
へ
。

枝
先
の
下
辺
り
に
広
が
っ
て
い
る
木
の

根
が
栄
養
を
吸
収
し
や
す
い
よ
う
に
、

丁
寧
に
肥
料
を
撒
き
ま
し
た
。
参
加
者

全
員
で
の
作
業
が
順
調
に
進
み
、
１
時

間
ほ
ど
で
施
肥
は
終
了
。
た
く
さ
ん
の

桜
に
包
ま
れ
、
気
持
ち
の
良
い
作
業
で

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
中
西
市
長
か
ら
留
萌

市
が
「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
公
益

財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
表
彰

さ
れ
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
が
20
年
間
に
わ
た
り
、
桜
の

保
護
、
植
栽
、
育
成
を
行
っ
て
き
た
こ

と
を
称
え
た
も
の
で
す
。

　

道
内
の
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
平

市
民
育
樹
祭
に
参
加

質
問

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

　

最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
高
齢

者
も
増
加
し
て
い
る
。
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
バ
ス
の

運
賃
割
引
や
商
品
券
の
贈
呈
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
家
族
相

談
会
の
開
催
や
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数

料
助
成
な
ど
、
行
政
の
支
援
の
可
能
性
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
は
、
高

齢
運
転
者
の
事
故
の
発
生
状
況
や
自
主
返
納

の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え
、
今
後
の
支
援
の
必

要
性
や
方
向
性
に
つ
い
て
見
極
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
家
族
相
談
会
の
試
み
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、庁
内
で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

以
前
に
福
祉
バ
ス
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

高
齢
者
福
祉
事
業
を
行
っ
て
き
た
経
緯
か

ら
、
免
許
証
自
主
返
納
に
つ
い
て
、
庁
内
連

携
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問

道
の
駅
に
つ
い
て

　

道
の
駅
基
本
計
画
の
策
定
を
６
月
に
予
定

し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
11
月
ま
で
遅
ら
せ
た

経
緯
を
伺
い
た
い
。
基
本
計
画
素
案
で
は
、

開
業
時
に
整
備
す
る
も
の
と
後
年
度
に
整
備

す
る
も
の
に
分
け
て
進
め
て
行
く
と
あ
る

が
、
本
年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
の
整

備
費
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
今
回

の
委
託
に
係
る
補
正
予
算
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
の
実
施
に
向
け
た
整
備

計
画
だ
が
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
お
い

て
、
こ
の
交
付
金
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
事

業
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

来
年
春
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
方
針

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
頂
い
た

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
議
論
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
９
月
ま
で
に
素
案
を
見

直
し
、
11
月
を
目
処
に
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
積
算
中

だ
が
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
登
録
申
請
時

に
必
要
と
な
る
最
小
限
の
機
能
の
ほ
か
、
物

販
な
ど
は
プ
レ
ハ
ブ
な
ど
の
仮
設
物
で
の
対

応
す
る
。
後
年
度
に
お
い
て
市
が
単
独
で
整

備
す
る
も
の
と
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
整
備
す
る
も
の
を
見
極
め
、
段
階
的
に
拡

張
し
て
い
き
た
い
。
財
政
が
硬
直
し
て
い
る

中
で
は
あ
る
が
、
次
年
度
に
は
浜
焼
き
な
ど

を
実
施
で
き
る
施
設
、
令
和
３
年
度
に
は
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
機
能
や
子
育
て
支
援
機

能
を
備
え
た
施
設
整
備
を
検
討
し
た
い
。

人権擁護委員の推薦について

平成 30年度留萌市一般会計に係る放棄した債権の報告について

令和元年度留萌市一般会計補正予算（第１号）について
令和元年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について
留萌市森づくり基金条例制定について
留萌市介護保険条例の一部を改正する条例制定について
留萌市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について
留萌市都市公園条例の一部を改正する条例制定について
留萌市病院事業使用料及び手数料条例の一部を改正する条例制定について
留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 1/2 へ
の復元、教職員の超勤・多忙化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意見書
2020 年度地方財政の充実・強化を求める意見書
2019 年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
信頼される政府統計を目指してさらなる統計改革を求める意見書

ほか４件

適　　任

了

原案可決

原案可決

成
14
年
の
初
山

別
村
以
来
、
２

団
体
目
の
受
賞

と
な
り
ま
す
。

本
年
度
、
受
賞

で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
し
た
。

規約の一部を変更する規約および北海道市町
村総合事務組合規約の一部を変更する規約の
２件を原案可決し、監査委員の選任について
同意しました。
　今後は、安心安全な地域防災の発展に向け
た一助となるべく、取り組んでまいります。

　自治体議員選挙
終了後、初めての

「留萌南部衛生組
合議会」の第１回臨時会が、６月３日午後３時
半から留萌市議会議場で開かれ、議長に野崎良
夫（留萌市）、副議長に松倉清道（増毛町）が
選出され、監査委員には前崎正弘（小平町）を
任命することに同意しました。
　また、規約の一部変更の２件を可決しました。

　規約の一部変更は加入団体の脱退（北空知
葬斎組合など）に伴うもので「北海道市町村
議会事務組合規約」と「北海道町村議会議員
公務災害補償等組合規約」をそれぞれ変更し
ました。

議 長

議 員

燕　　昌克　　　監　査   村山ゆかり

芳賀　博康／米倉　靖夫／戸水美保子

議 長

議 員

野崎　良夫

横田　美樹／海東　剛哲／村上　　均

▲公的な本人確認書類として使える
運転経歴証明書

燕つ
ば
め　

　

昌ま
さ
か
つ克

萌
　
政
　
会



 凡例 →　　日程・日時　　　場所・会場　　　対象　　　定員　　　 費用　　　内容　　　申込方法など
　　　　　　問い合わせ　　　電話　　　　ファクス　　　ホームページ　　　　メールアドレス　　問 FAX ＨＰ メール

日 所 対 定 費 内 申

く ら し   お 知 ら せの知りたい情報が
いっぱい ！

▲市の木「アカシア」

▼市の花
　「ツツジ」
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231231

至

　留
萌
駅

留萌信用金庫本店

オロロンひまわり基金法律事務所
　　　　　（信和商事ビル２階４号室）

女性・高齢者のご相談も
多く受けています。

オロロンひまわり基金法律事務所

どうぞお気軽にご相談ください
●相続・借金・過払金の相談無料

●業務時間／ 9：00 ～ 18：00  ●休業日／土・日・祝日 

・相続・離婚・成年後見・不動産・交通事故
・企業のご相談・契約書作成・借金・過払金 など

広報るもい　2019（令和元）年 ■９月号

　　８月 21 日　  　
　　13：00 ～ 16：00（30 分× 6 枠分）
　　保健福祉センターはーとふる１階１号会議室
　　８月 20 日　 まで（土・日曜日、振替休日を除く）
　　市・市民課　　　５６-５００３

「留萌市内無料法律相談会」のご案内暮らし

問

日

所
申

▼市民を対象にした無料法律相談会を開催します。
旭川弁護士会に所属する弁護士が、皆さんの相談に
応じます。
　相談会に参加するため
には、前日までに下記へ
予約が必要です。なお、
参 加 予 約は先着順とな
ります。

▼不在などで市に返送された個人番号通知カードお
よび市で保管中のマイナンバーカード（個人番号
カード）の受け取り手続きを行っていない方などを
対象にした休日臨時窓口を開設します。
　対象の方は、「本人確認書類（運転免許証など）」

「交付案内はがき」「個人番号通知カード」を持参し、
交付窓口で受け取り手続きを行ってください。
　なお、マイナンバーカードおよび個人番号通知
カードは、本人受取が原則となります。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
●休日臨時窓口
　　８月 17 日　 　9：00 ～ 17：00
　　市役所本庁舎１階市・市民課４番窓口
　　市・市民課　　　４２-１８０５

▼歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島（北
方領土）の祖国復帰は、いまだに実現していません。
　北方四島がわが国へ返還されるためには、粘り強
い返還運動を行っていくことが大切です。
　市では、皆さんに北方領土問題への理解と関心を
高めていただくとともに、一日も早い祖国復帰を実
現するため、署名コーナーを設置します。
　皆さんのご協力をお願いします。
　　８月１日　 ～ 30 日　　８：50 ～ 17：20
　　（土・日曜日、振替休日を除く）
　　市役所本庁舎１階市民ラウンジ
　　市・総務課 
　　４２-１８０１
問

日

所

８月は「北方領土返還運動全国強調
月間」です暮らし

　　８月 16 日　 17：00 ～
　　るしんふれ愛パーク（船場公園）特設会場
　　やん衆盆踊り実行委員会事務局（市・経済港湾課）
　　４２-１８４０
問

日
所

「やん衆盆踊り」を開催します暮らし

問

「マイナンバーカード・個人番号通知
カード休日臨時窓口」開設のお知らせ 暮らし

日
所

▼今年も「やん衆盆踊り」を
開催します。　
　市民の皆さんはもちろん、
お盆の帰省などで留萌に訪れ
る方も楽しめるよう、仮装盆
踊りや縁日屋台、留萌の食を
満喫できるグルメ屋台などさまざまな催しを行いま
す。皆さんのご来場をお待ちしています。

■ 「お墓参りの際」の留意点について

　　市・環境保全課　　　４２-１８０６問

▼毎年８月12日から15日までの期間は、市営墓地の駐車場が大変混み合います。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。また、お墓参りの際は、公共ルールと
マナーを守りましょう。路上駐車は、交通障害を起こす原因となるほか、お墓参
りに訪れた皆さんの迷惑となりますので、絶対にやめましょう。
　なお、お墓参り後の供物などは、必ずお持ち帰りください。

　　留萌南部衛生組合
　　４３-２５５５／４３-２５８８
問

▼収集の申し込みは、収集日２日前（閉庁日の場合は
その前の平日）の午後３時までに下記へお願いします。
●８月の粗大ごみ収集日 日 所

「８月の粗大ごみ収集日」についてご　み

21日 大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町

22日 寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台

23日 見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町

28日
三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
花園町、末広町、旭町

29日
住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、
神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町

30日
緑ケ丘町、東雲町、南町、潮静、大和田、
藤山町、幌糠町、中幌、樽真布町、南幌、
峠下町、東幌

▼し尿収集は、８月 14 日　 、15 日　 が休みとな
ります。
　16 日　 からは平常どおりです。
　なお、収集の申し込みは、希望日の３日前までに
次の委託事業者へご連絡ください。

　　市・環境保全課  
　　４２-１８０６
問

「し尿収集業務」について暮らし

●留萌市し尿収集委託事業者

有限会社 留萌清掃公社
☎ 42-1602

有限会社 衛生公社
☎ 42-1727

▼市では、消費税率の引上げに伴う所得の少ない方や乳幼児のいる子育て世帯の方への影響を緩和し、地域
における消費を喚起・下支えすることを目的として、「留萌市プレミアム付商品券（使用可能期間：令和元
年 10 月１日～翌年２月 29 日 ）」を販売します。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　販売期間　10 月１日 　～２月 14 日
　　販売対象
　　①

　　②

　　留萌市プレミアム付商品券事業実施本部（市・社会福祉課内）
　　４２-１８０７

その他 「留萌市プレミアム付商品券」販売のお知らせ

販売金額
１セット（500 円券 10 枚）4,000 円
　※対象者１人につき５セットまでとなります。
　　（商品券 2 万 5,000 円分・販売金額 4,000 円×５セット＝ 20,000 円）　
　※購入上限の５セットは、１セット単位で何度かに分けて購入することも可能です。

平成 31 年１月１日時点で留萌市に住民登録があり、今年度の市・道民税が非課税の方（市・道民税
課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護受給者らを除く）
平成 28 年４月２日から令和元年９月 30 日までの間に生まれた乳幼児がいる世帯の世帯主

問

内
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▼重要有形民俗文化財「留萌のニシン漁撈（旧佐賀
家漁場）用具」および史跡「旧留萌佐賀家漁場」を
一般公開します。
　　８月１日　 ～７日　　10：00 ～ 16：00
　　国指定史跡旧留萌佐賀家漁場（礼受町）
　　 ・有形民俗文化財および史跡の自由見学
　　・ＤＶＤ「ニシンの軌跡」の上映　　など
　　※

　　市・教育委員会生涯学習課
　　４２-０４３５

日

問

「旧留萌佐賀家漁場」一般公開のご案内学　ぶ

内

見学できる施設は、「番屋」「トタ倉」「船倉」
のみとなります。職員の指示に従い、見学し
てください。なお、解説をご希望の方には、
職員が可能な範囲で対応します。

所

▼風土工房こさえーるでは、定期的に料理講習会を
開催しています。８月は留萌でとれたトマトを使っ
た「トマトジュース」の料理講習会を開催します。
ぜひご参加ください。
　　８月 25 日　　9：00 ～　　　　　10 人

　　講師：食を楽しむネットワーク「秋桜」　

※
　　風土工房こさえーる　　　４３-４５５６

日 定
費

内
申

問
当日はエプロンや三角巾、マスクをご持参ください。

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内学　ぶ

８月１日　 から 20 日　 までに下記へお申し
込みください。

（土・日・月曜日、振替休日を除く）

参加料　400 円
（内訳：トマトジュース１本（１ℓ）400 円）

▼ 20 歳以上の男性を対象にした「男性のための料
理教室」を開催します。手軽でおいしいヘルシーメ
ニューを楽しく学びましょう。ぜひご参加ください。
　当日は、塩分測定を行いますので、普段食べてい
るみそ汁をご持参ください。
　　９月 11 日　　18：30 ～ 20：30
　　保健福祉センターはーとふる２階調理実習室
　　20 人（定員になり次第締め切り）　　　500 円

※
　　留萌市食生活改善推進員協議会事務局
　　（市・保健医療課（はーとふる内））
　　４９-６０５０

問

日
所
定
申

「男性のための料理教室」開催の
お 知 ら せ学　ぶ

当日はエプロン、三角巾、筆記用具をご持参ください。

費
９月４日　 までに下記へお申し込みください。

（土・日曜日、振替休日を除く）

「Let's ！離乳食」開催のご案内学　ぶ

▼お子さんの成長に合わせ、楽しく離乳食を作りま
せんか？「Let's ！離乳食」では、育児や食事に関
する講話、調理実習・試食などを行います。
●「Let's ！離乳食～親と子のこころを育てる離乳食教室～」
　　９月６日　　10：00 ～ 12：00
　　保健福祉センターはーとふる２階調理実習室
　　生後４カ月以上１歳未満の乳児とその保護者
　　10 組　　　　　　　　無料
　　

※

　　市・保健医療課（はーとふる内）
　　４９-６０５０
問

日
所
対
定 費
申

当日はエプロン、三角巾、筆記用具、お子さんの
飲み物（お茶、湯冷ましなど）をご持参ください。

８月 29 日　 までに下記へお申し込みくださ
い。（土・日曜日、振替休日を除く）

▼８月の催しおよび休館日は、下記のとおりとなります。詳しくは、下記へお問い合わせください。
●乳幼児向けおはなし会（おはなし玉手箱）11：00 ～
 ・  　　　 「おでかけ」　　　・　　　  　「おばけ」
●映画会　

●子ども一日司書体験！ 13：30 ～ 16：00（小学生対象・事前申込が必要）
 ・
●図書館まつり 10：00 ～ 14：00
 ・
●平和啓発事業（映画上映と展示） ※７月 30 日から実施中（今月号５ページを参照）
●休館日 
 ・ 
 ・
　　市立留萌図書館　　　４２-２３００

学　ぶ 図書館からのお知らせ

７日 17日

７月 31 日

８月１日

８月２日

10：30～
13：30～

10：30～
13：30～
10：30～
13：30～

「おしりたんてい」（アニメ・60 分）
「忍たま乱太郎　忍術学園全員出動！の段」（アニメ・80 分）

「忍たま乱太郎　忍術学園全員出動！の段」（アニメ・80 分）
「おしりたんてい」（アニメ・60 分）

「おしりたんてい」（アニメ・60 分）
「忍たま乱太郎　忍術学園全員出動！の段」（アニメ・80 分）

3

25

５
30

日

日

日
日

図書館の裏側を体験しよう！　ポップ作りやおはなし会体験などを行います。

古本市／バルーンアート／かき氷無料配布／おはなし会　など

館内整理休館
／ 12 日　  ／ 19 日　  ／ 26 日　　 月曜休館

問

▼一般財団法人旭川産業創造プラザ、留萌商工会議所では、実践的なカリキュラムであなたの創業実現をサ
ポートするため、「るもい創業塾」を開催します。詳しくは、下記へお問い合わせください。
●カリキュラム　　　20 人　　　　　受講料無料　　　

※（市内で起業する方は）全４回受講後に個別相談を受けると、法人設立時に登録免許税の軽減などの優遇措置あり

　　申込書に必要事項をご記入の上、９月４日 　までにファクスで留萌商工会議所（ファクス：43-8322）
　　へお申し込みください。
　　市・経済港湾課　　　４２-１８４０

学　ぶ 「るもい創業塾」開催のご案内

①「創業体験談・創業の心構え、創業者を囲んでの意見交換」
　　　  ９月 11 日　　18：00 ～ 19：00　　　　　留萌信用金庫本店 ５階会議室
　　　講師　うれしぱ保育サービス株式会社  代表取締役  鶴間 雅之　氏
②「創業計画のつくりかた」　　　
　　　10 月 11 日　　18：00 ～ 19：00　　　　　留萌産業会館 １階小ホール
　　　講師　エンレイソウ法務事務所  工藤 保広　氏
③「創業に向けた各種手続き（9：30 ～）」「公的制度融資と資金調達のポイントについて（10：00 ～）」
　　　11 月 ２ 日　　９：30 ～ 12：00　　　　　留萌産業会館 １階小ホール
　　　講師　留萌商工会議所  経営指導員／日本政策金融公庫旭川支店 融資第二課長  坂口 肇　氏　　　　　
　　　　　※終了後、希望者を対象にした融資個別相談会を実施します。
④「クラウドを活用した会計帳簿作成による業務効率化（9：30 ～）」「社会保険と労働保険の基礎知識（10：00 ～）」
　　　11 月 16 日　　９：30 ～ 12：00　　　　　留萌産業会館 １階小ホール
　　　講師　株式会社マネーフォワード  古府 克章　氏／社会保険労務士法人今井事務所  藤田 正幸　氏

定 費

日 所
内

日 所
内

日 所
内

日 所
内

申

問
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家政婦さんをご紹介するために、家政婦さんと
して働いてみたい方の登録を受け付けています。

痛　み
出　血
はれに

家事のお手伝いからお年寄りの介護まで
皆さんの生活をサポートします

家政婦さんをご紹介します

江戸薬局
ハウスキーパーバンク留萌市錦町 3 丁目

☎42-0697 ☎42-0697お問い合わせは 

江戸薬局
グループ 

（江戸薬局内）

第  ②  類 医 薬 品飲んで治す痔のくすり

　　８月 19 日　 ～ 21 日
　　検診バスが市内各所を巡回します。
　　※　

　　65 歳以上の市民　　　無料（事前申し込み不要）
　　市・保健医療課（はーとふる内） 
  　   ４９-６０８０

日
所

対 費
問

令和元年度「結核検診」の実施につ
いて保　健

詳細については、８月上旬に町内回覧でお知
らせします。また、当日は市広報車で検診実
施をお知らせします。

▼毎年のように結核感染が確
認されています。また、男性
市民の肺がん死亡率は、全道
的に見ても高い状況が続いて
います。今年まだ胸の写真を
撮ってない方は、ぜひ受診しましょう。

保　健

▼国民健康保険（国保）加入者を対象とした「人間
ドック」では、特定健診の検査項目に加え、心電図
や各種がん検診（胃・肺・大腸）、詳細な血液検査
を行います。
　　健診期間　10 月予定　　
　　市内医療機関
　　※問診票を郵送する際にお知らせします。
　　
　　

　　25 人（申込多数の場合は抽選）　
　　5,000 円
　　８月 16 日　 から 30 日　 までに下記へお申し
　　込みください。（土・日曜日を除く）
　　※特定健診を受診された方は、検査項目が重複
　　　していますので、ご遠慮ください。
　　市・市民課　
　　４２-１８０５
問

日

対

定

申

国民健康保険加入者を対象とした
「人間ドック」を実施します

国保加入者のうち、昭和 20 年４月１日から平
成２年３月 31 日までに生まれた方

（令和元年度内で 30 歳以上 74 歳以下の方）

子育て

▼児童扶養手当を受給している方は、現況届を提出
する義務があります。現況届は、８月１日現在で受
給要件に該当するかを確認するためのものです。
　対象の方には、書類を郵送します。提出がない場
合は、８月分以降の受給ができなくなりますので、
忘れずに市・教育委員会子育て支援課（市役所本庁
舎１階）へ提出してください。また、未婚の児童扶
養手当受給者の方には、別途給付金が支給されます
ので、該当になる方は申請してください。
　　受付期間　

　　市・教育委員会子育て支援課　
　　４２-１８０８

「児童扶養手当」現況届などの提出
について

問

日 ８月１日　 ～ 30 日　 
8：50 ～ 17：20

（土・日曜日、振替休日を除く）費

所

「後期高齢者医療制度」のお知らせ
～平成 31 年度の保険料のお支払いについて～

　　市・市民課　　　４２-１８０５
　　北海道後期高齢者医療広域連合　　　０１１-２９０- ５６０１問
問

１年間の保険料【  限度額 62 万円 】
※ 100 円未満切り捨て

所得割【 被保険者本人の所得に応じた額 】
（Ｈ 30 年中の所得－ 33 万円）× 10.59％

均等割【 １人当たりの額 】
5 万  205 円

　保険料の計算方法

▼平成 31 年度の保険料は、７月中旬に個別で通知書を郵送してお知らせしています。

◎１年間の保険料の上限額は 62 万円です。
◎所得が少ない方は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。
◎年度の途中に加入した場合は、加入した月から月割で計算します。

②被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　後期高齢者医療制度に加入した際に「被用者保険の被扶養者だった方」については、負担軽減の
　ための特別措置として所得割がかからず、制度加入後から２年を経過していない期間のみ均等割
　が５割軽減となります。（例　5 万 205 円→ 2 万 5,102 円）

 【 保険料の軽減 】

①均等割の軽減（年額） ◎軽減は被保険者と世帯主の
所得の合計で判定します。

昭和 29 年１月１日以前に
生まれた方の公的年金など
に係る所得については、さ
らに 15 万円を引いた額で
判定します。

被保険者ではない世帯主の所
得も判定の対象となります。

◎

◎

※平成 31 年度から、均等割５割軽減・２割軽減の軽減判定所得が拡充されました。
※軽減特例の見直しにより、９割軽減から８割軽減に変更になりました。
※ 8.5 割軽減に該当する方の軽減特例の見直しは、令和２年度に実施予定です。

※被用者保険とは、「協会けんぽ」などの主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、
　市町村の国民健康保険などは含まれません。

軽減判定所得が次の金額以下の世帯

33 万円かつ被保険者全員が所得０円
※年金収入受給額 80 万円以下のみ

33 万円以下

33 万円＋（28 万円×世帯の被保険者数）

33 万円＋（51 万円×世帯の被保険者数）

均等割の軽減割合

本則

７割

５割

２割

平成 31 年度

８割

8.5 割

令和２年度

7.75 割

令和３年度

７割

７割

５割

２割

▼現在お持ちの国民健康保険証の有効期限は今年 7
月 31 日までとなります。新しい保険証の有効期限
は令和 2 年 7 月 31 日までです。新しい保険証が８
月１日までに届かない方は、下記へご連絡ください。
●その他の注意点

　　市・市民課　　　４２-１８０５

「国民健康保険証」の更新について税・年金・保険

問

退職者医療制度の対象の方で、今年度 8 月以
降に 65 歳の誕生日を迎える方は、誕生日の
月末までが有効期限となります。翌月から使
用する保険証は後日、改めて送付します。
75 歳を迎え、後期高齢者医療制度へ移行さ
れる方は、誕生日の前日までが有効期限とな
ります。
修学のために転出する方は引き続き、親元の
世帯で国民健康保険に加入することができま
す。「在学証明書または学生証の写し」「マイ
ナンバー」「印鑑」を持参し、市役所本庁舎
1 階 2 番窓口までお越しください。

◎

◎

◎
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全ての健（検）診は 30 分
ごとの予約制となり、時間
ごとに定員があります。

▼生活習慣病やがんの早期発見・早期治療などを目的とした健（検）診を実施します。ご自身
の健康チェックのため、必ず受診しましょう。詳しくは、下記へお問い合わせください。

　● 各会場の日程（料金などについては、下記の「各対象者と料金」を参照）

　● 各対象者と料金

項　　目

特 定 健 診

心 電 図
胃 が ん 検 診
肺 が ん 検 診
大腸がん検診
肝炎ウィルス検診
エ キ ノ コ ッ
ク ス 症 検 診
乳 が ん 検 診

子宮頸がん検診

子宮超音波検査
骨粗しょう症検診

対　象　者

 ・40 歳以上の方で、国民健康保険および
　後期高齢者医療制度の加入者
 ・特定健診を受診する方

 ・40 歳以上の市民

  ・小学校３年生以上の市民

 ・35 歳以上の女性市民
 ・20 歳以上 41 歳以下の女性市民
 ・42 歳以上の女性市民
 ・子宮頸がん検診を受診する方
 ・40 歳以上 70 歳以下の女性市民

一般

無料

市国保

無料

無料

無料
無料
無料
無料

無料

無料

無料
無料

※

※

※

協会けんぽ（全国健康保険協
会）加入者、北海道都市職員
共済組合加入者のご家族の方
も特定健診を受診できます。

（受診券が必要）
特定健診、胃がん検診を受診
する方は、「ピロリ菌検査」「腫
瘍マーカー」も追加受診でき
ますので、申し込みの際にお
問い合わせください。
生活保護受給者は受給証明書
をご持参ください。

料　　金

1,500 円
1,000 円

500 円
500 円

2,400 円
2,200 円
1,200 円

500 円
500 円

500 円

500 円
500 円
500 円
500 円
500 円

500 円
500 円
500 円

500 円

75 歳以上

500 円

500 円

秋の特定健診とがん検診のご案内
◎広報るもい４月号（NO.733）に折り込みした用紙（水色）「留萌市保健予防事業一覧」でも掲載しています。

　　市・保健医療課（はーとふる内）　　　４９-６０８０（受付時間 9：00 ～ 17：00）問
８月 22 日　 から９月６日　 までに下記へお申し込みください。（土・日曜日を除く）

　● 申込先
 ・

◎
◎

子宮がん・乳がん検診は、２年に１回の受診となります。
乳がん検診はマンモグラフィーのみとなります。

会　　場 受付時間  
骨
粗
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん

乳

が

ん

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

検
査

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査

大
腸
が
ん

肺

が

ん

胃

が

ん

特
定
健
診
・

心
電
図

受診できる健（検）診

幌糠コミュニティセンター

保健福祉センターはーとふる

保健福祉センターはーとふる

保健福祉センターはーとふる

る も い 健 康 の 駅

潮 静 住 民 セ ン タ ー

  9：00 ～ 10：30

  6：30 ～ 10：30

16：00 ～ 17：30

  6：30 ～   7：30

  8：00 ～ 11：00

13：00 ～ 14：00

  6：30 ～  7：30

  8：00 ～ 11：00

 6：30 ～ 10：30

  6：30 ～ 10：30

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

日　　程

10 月２日

10 月３日

10 月４日

10 月５日

10 月６日

10 月７日

（レディースデー）

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

○

○

×

○

×

×

　　市・選挙管理委員会事務局　
　　４２-１９０８
問

留萌市議会議員選挙「選挙運動に関する収入および支出の報告」

珍田 亮子

村上 　均

横田 美樹

米倉 靖夫

鵜城 雪子

土田 悦也

戸水美保子

芳賀 博康

小野 敏雄

燕　 昌克

笠原 昌史

海東 剛哲

野崎 良夫

小沼 清美

村山ゆかり

津村 太貴

165,000

150,653

598,000

90,000

140,000

26,000

140,814

300,000

0

494,425

530,950

0

0

346,601

25,000

0

候補者名

収　　　　　　入 支　　　　　　出

寄  附
その他
の収入 合  計 人件費

家　　屋　　費

選挙事
務所費

  集合会
  場費 小  計

通信費 交通費 印刷費 広告費 文具費 食糧費 雑  費 合  計

●留萌市議会議員選挙「選挙運動に関する収入および支出の報告（単位：円）」　
市・選挙管理委員会 委員長  尾田　一彦

▼今年４月、任期満了に伴う留萌市議会議員選挙が行われました。公職選挙法第 192 条第１項の
規定に基づき、選挙運動に関する収入および支出について報告します。

（選挙運動費用の法定制限額：286 万 5,600 円）

172,802

310,000

898,312

600,000

800,000

383,550

310,000

600,000

901,092

0

350,000

724,135

950,000

0

1,180,000

310,000

337,802

460,653

1,496,312

690,000

940,000

409,550

450,814

900,000

901,092

494,425

880,950

724,135

950,000

346,601

1,205,000

310,000

0

0

420,000

170,500

35,000

12,000

0

186,000

0

210,750

280,950

0

194,760

0

0

0

0

10,000

52,000

130,000

105,000

14,000

170,000

23,000

30,674

0

0

50,000

91,896

28,000

119,448

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

12,400

0

6,294

0

15,353

0

19,113

11,339

0

0

15,120

0

9,893

7,000

4,100

0

0

10,000

52,000

130,000

105,000

14,000

170,000

23,000

30,674

0

0

50,000

91,896

28,000

119,448

0

327,930

431,842

623,460

240,250

480,421

539,021

333,155

364,650

459,690

240,250

302,469

389,430

420,174

249,279

694,914

121,257

139,060

123,000

488,214

208,651

268,380

74,325

47,000

247,600

320,220

25,051

230,035

48,987

242,232

237,564

376,958

177,496

20,985

19,348

0

2,735

0

0

0

12,116

0

972

643

1,080

18,472

0

18,662

5,292

26,329

49,085

133,008

73,987

29,284

0

28,404

64,410

90,508

212,400

37,200

25,381

100,800

39,200

165,459

1,244

21,308

32,626

13,586

2,376

0

10,454

19,207

27,117

0

45,252

22,680

449,507

63,185

25,808

58,074

0

548,012

665,901

1,736,562

828,499

933,438

649,800

616,879

936,232

901,092

734,675

889,097

964,385

1,141,412

586,851

1,437,615

305,289

※ 10 月４日　 は、「レディースデー」となり、女性市民のみが対象となります。
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三省堂書店を応援し隊 ★ インフォーメーション

９ 月 の
催　  し

日 所 留萌ブックセンター

日 所 留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会

三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター内）☎43-2255問

こどもたちによるこどもたちへのおはなし会 ９月     日㈰ 14:00～

９月     日㈫ 18:30～10

22

　「こどもたちによるこどもたちへのおはなし会」では、小中学生の読み手を募集しています。また、「こどもの
ための親子（祖父母と孫）によるお話し会」では、親子または祖父母と孫の組み合わせの読み手を募集しています。

からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

整形外科稲垣医院８月 25 日の
日曜当番医院

幸町３丁目   ☎43-3311　9：00～17：00

※上記以外の日曜日、祝日および夜間の診療は、かかりつけの病院（医院）へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての「土・日曜日、祝日」「夜間」に対応しています。

　骨粗しょう症は、生活習慣などにより、骨がスカスカになって骨折しやすくなる病気です。
骨粗しょう症による骨折は、寝たきりの原因の第 3 位となっており、高齢社会が抱える大き
な問題の一つとなっています。日頃から予防に取り組み、骨粗しょう症にならないように心が
けることが大切です。骨粗鬆症について学びましょう。

【 コラムに関するお問い合わせ 】
　　市・コホートピア推進室　　　　５６-１５０７　　問

広報るもい　2019（令和元）年 ■９月号

健康コラム
「要注意！高齢者の低栄養」

　高齢になると、気づかないうちに
栄養が不足している状態になること
が少なくありません。
　「偏った粗食思考」「病気のため食
欲が湧かない」「しっかり噛めない」
などと、原因はさまざまです。主な
原因は、食事が不十分なことがほと
んどです。

「慢性的な栄養不足⇒筋肉量の減少
⇒動かない・動けない⇒食欲が湧か
ない⇒栄養不足」
　上記のような悪循環に陥ってしま
う場合があります。高齢者の低栄養
は、寿命に直接関わる問題ですので、
普段の食事を見直して予防すること
が大切です。

【 今日から始めましょう！ 】
①１日３食が基本！
②健康情報には惑わされずに、いろ
　いろな食品を食べましょう。
③食べることを楽しみましょう。

はーとふる
☎49-6050保健福祉センターはーとふる

◎料金は１回500円です。

対象は１歳６カ月以上の幼児です。対象の月齢以下でも上
の歯が４本以上あり、フッ化物塗布を希望する場合はご相
談ください。

【 フッ化物塗布（予約制） 】

８日 10：00 ～ 11：00 13：00 ～ 15：30

乳幼児の発育や発達などについてご相談ください。

【 母子健康・栄養相談（乳幼児） 】

８日 9：30 ～ 11：30

軽運動や体操などを行います。（時間内の出入りは自由）

毎週月曜日
毎週金曜日

10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30

※各種予防接種やがん検診は、広報るもい４月号（No.733）

に折り込みした用紙（水色）「留萌市保健予防事業一覧」

をご覧ください。

【 乳幼児健診 】◎対象児には事前に文書でお知らせします。

６
13
20
27

日
日
日
日

１歳６カ月児
９ カ 月 児
３ 歳 児
４ カ 月 児

（30 年
（30 年
（28 年
（31 年  

１月
10 月
７月
４月

生まれ
生まれ
生まれ
生まれ

）
）
）
）

【 受　付 】
13：00
～ 13：30

☎43-8121
【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）

　　　　　※20：00以降は入館できません休館日 月曜日・祝日るもい健康の駅

※各イベントは、事前の申し込みが必要です。詳しくは、るもい健康の駅ホームペー
　ジ（http://www.cohortopia.jp/eki）をご確認ください。【 ８月のイベント 】

13:30 ～ 15:30

10:00 ～ 12:30

基礎老年医学講座③「心筋梗塞の仕組みと予防」講師：札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏 ・9:30 ～ 11:30日
日
日

日
日
日

日
日
日

日

３
３
６

６
17
18

20
27
29

31

 ・らくらく介護教室⑦「移動・移乗の介助」
会場：留萌地域人材開発センター（パワスポ留萌・南町１丁目）

 ・13:00 ～ 14:30 市民ＢＬＳ（一次救命処置）とＡＥＤ体験講習会

　　　　　　　　　　午後（13：30 ～ 14：30）「腰痛は運動でどう変わることができるのか？」
講師：政スポーツアカデミー 代表  横谷 政一　氏

 ・10:00 ～ 12:30 らくらく介護教室⑧「高齢者の栄養と介護食」会場：るもい健康の駅

18:00 ～ 19:30  ・子ども実験「夏の夜空を観察しよう」
講師：和歌山大学ｃｏｃ推進室 ｃｏｃ推進コーディネーター講師  佐藤 祐介　氏

　札幌医科大学医地域医療実習の実施に伴い、るもい健康の駅で開催するイベントの一部が中止となります。

【 ピンピンからだ広場 （おおむね 65 歳以上）】
◎12日 　、16日　 は休みです。

基礎老年医学講座④「脳梗塞の仕組みと予防」講師：札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏 ・9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:30 認知症サポーター養成講座（13:30 ～ 14:30）＋ 駅カフェ（14:30 ～ 15:30） ・

病気の予防や食生活などについてご相談ください。
【 成人健康・栄養相談 】

23日 10：00 ～ 12：00

■健康ワンポイントアドバイス■
「市民公開講座をぜひご活用ください！」

マンスリー健康講話　午前（10：30 ～ 11：30）「膝痛について ～原因と運動による対処法～」 ・

 ・「オレンジカフェ留萌 in 千鳥町」会場：自由が丘会館（千鳥町４丁目）

8 月 17 日　　14:00 ～ 16:00
るもい健康の駅１階ホール　　　　40 人　　　　　　参加無料　※事前予約が必要です。
①講演：留萌市、公益財団法人骨粗鬆症財団
②講座「今日から始める骨粗鬆症対策」
　講師：医療法人社団北郷整形外科医院 副院長  髙田 潤一　氏
③無料骨密度測定会
④レイモミラニオバラフラスタジオるもいによるフラダンス披露
共催：NPO 法人るもいコホートピア・札幌骨を守る会
※開催内容が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

るもい健康の駅　　　　４３-８１２１

【 市民公開講座 】

【 市民公開講座に関するお問い合わせ・お申し込み 】

　市では、骨粗しょう症をテーマにした市民公開講座を開催します。

日
所 定 費
内

13:30 ～ 15:30  ・「オレンジカフェ留萌 in 元町」会場：港北コミュニティセンター（元町５丁目）

問
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「市民防災訓練」を実施します！

　  市・総務課　　　  ５６‐５００５問

災害への備え⑦

　市では、大規模な自然災害に備え、地域の皆さんと共に実践的な訓練に取り組み、防災
意識の高揚や防災体制の万全を期するため、今年度も「市民防災訓練」を実施します。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。

「防災の日」を機会に改めてご家族や職場で、防災について話し合う機会
をぜひつくりましょう。

広報るもい　2019（令和元）年 ■９月号

情 報

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10

広報るもいは再生紙を使用しています

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金
曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数 令和元年６月末現在

・総人口	 ２０，８９５	 人 	（－　３４ 人 ）
・　男	 ９，９９２	 人 	（－　　４ 人 ）
・　女	 １０，９０３	 人 	（－　３０ 人 ）
・世帯数　　	１１，４７８ 世帯	（－　１９世帯）

※（　）内は前月比

人 口 動 態 令和元年６月届出分

・出　生… ……１０人
・死　亡… ……２５人

・転　入… ……８０人
・転　出… ……９８人

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール koucyou@e-rumoi.jp0120-223-846

　あなたが知りたい「市政のいろいろ」について、市
の職員が直接出向き、分かりやすく説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　参加人数や話題、形式は問わず、市長とフリートークすることができます。た
だし、決まった実施日を設けていませんので、ご希望の方は、市・政策調整課（☎
42-1809）へご連絡ください。

気軽にお申し込みください
お茶の間トーク

市役所宛ての郵便物は下記郵便番号と宛て名
（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ	http://www.e-rumoi.jp/

電子メール	 kikaku@e-rumoi.jp

困ったときは
相談しましょう

■市民相談
市民課

☎56-5003
……………………………

■健康・栄養相談
保健福祉センターはーとふる

☎49-6050
……………………………

■教育相談電話
学校教育に関すること
教育委員会学校教育課

☎42-3006
……………………………

児童福祉に関すること
教育委員会子育て支援課
家庭児童相談室

☎42-1808
……………………………

社会教育に関すること
教育委員会生涯学習課

☎42-0435
……………………………

■高齢者に関する相談
地域包括支援センター

☎49-6060
……………………………

■防災相談
総務課

☎56-5005

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこま
れた留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な
文化都市がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するた
め市民憲章をさだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

 市長とフリートークしませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」

留 萌 市 アンテナ
■下記以外のお問い合わせ
　総　務　課	 ☎42-1801
………………………………
■市の財政、地籍調査など
　財　務　課	 ☎42-1813
………………………………
■道市民税など
　税　務　課
　　市民税係	 ☎56-5004
………………………………
■固定資産税など
　その他の係	 ☎42-1804
………………………………
■広報、町内会、市民活動など
　政策調整課	 ☎42-1809
………………………………
■農業、漁業、林業など
　農林水産課	 ☎42-1837
………………………………
■商工業、観光、港湾など
　経済港湾課	 ☎42-1840
………………………………
■生活保護、障がい者福祉など
　社会福祉課	 ☎42-1807
………………………………
■戸籍、各種証明、国保・後期、
　医療費助成など
　市　民　課	 ☎42-1805
………………………………
■道路、公園など
　都市整備課	 ☎42-2010
………………………………
■市営住宅、建築確認申請など
　建築住宅課	 ☎42-2025
………………………………
■上下水道の料金・トラブルなど
　上下水道課

　上水道係	 ☎42-5151
　下水道係	 ☎42-2049

………………………………
■ごみの分別、公衆衛生など
　環境保全課	 ☎42-1806
………………………………
■市内の小中学校など
　学校教育課	 ☎42-3006
………………………………
■児童手当、保育園など
　子育て支援課	 ☎42-1808
………………………………
■社会教育、スポーツなど
　生涯学習課	 ☎42-0435
………………………………
■健康づくり、介護保険など
　保健医療課	 ☎49-6050
　介護支援課	 ☎49-6070
………………………………
■高齢者相談、介護予防など
　地域包括支援センター

	 ☎49-6060
………………………………
■粗大ごみ収集の申し込みなど
　留萌南部衛生組合	
	 ☎43-2555

主な電話番号

納 税 に つ い て

●今 月 納 期 の 市 税 　・市道民税　　　　２期
　　　　　　　　　　・国民健康保険税　２期
　　　　　　　　　　　　　納期限    ９月２日
●夜間納税相談窓口　８月 22 日　 20：00まで
●休日納税相談窓口　８月 25 日　  9：00 ～ 17：00

　「防災の日」は、大正 12 年９月１日に
発生し、合わせて 10 万人以上の死者や行
方不明者を出し、関東地域広域で甚大な被
害を及ぼした「関東大震災」に由来します。
　その後昭和 35 年に、この大震災を教訓
にするため、台風や高潮、津波、地震など
への認識を深めるとともに、災害に対する
心構えを持つ契機として閣議了解によって

「防災の日」が制定されました。
　昨年は、留萌市でも７月の大雨による土
砂災害や床下浸水をはじめ、胆振東部地震
による大規模停電（ブラックアウト）など
が発生しました。
　いつ来るのか分からない自然災害への被
害を最小限にするためには、日頃からの心
構えと準備が大切です。

【 「市民防災訓練」にぜひご参加ください 】

　今年度の「市民防災訓練」	 では、避難訓練や避
難所スペース展示のほか、地震の揺れを体感するこ
とができる「地震体験車」の搭乗体験などを予定し
ています。なお、詳細については、町内回覧や市ホー
ムページ（http://www.e-rumoi/）などで随時お知
らせします。ぜひ訓練にご参加ください。
　また、当日は、エフエムもえる（ＦＭ 76.9 ＭＨｚ）
で訓練の様子を生放送しますので、会場へお越しい
ただくことが難しい方は、放送をお聞きいただいて
訓練にご参加ください。
　　８月 31 日　　9：00 ～
　　留萌小学校体育館ほか　　 ▲昨年９月に実施した「市民防災訓練」

日
所

【 ９月１日は「防災の日」 】



■
監
修
・
発
行　

留
萌
市
政
策
調
整
課　

T
E
L

42

－

１
８
０
９　

F
A
X
43

－

８
７
７
８　

■
編
集
・
印
刷　

株
式
会
社
留
萌
新
聞
社


